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今
年
は
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と

そ
れ
に
続
く
原
発
事
故
に
よ
っ
て
世
界
の

歴
史
に
特
記
さ
れ
る
年
に
な
っ
た
。
そ
の

他
の
事
情
も
あ
り
、
夏
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
、

で
き
る
か
ど
う
か
、
ず
い
ぶ
ん
悩
ん
だ
。

　
し
か
し
結
局
は
、
学
生
5
名
、
教
員
2

名
の
計
7
名
で
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
か
た

ち
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
去
年
は

総
勢
25
名
だ
っ
た
の
で
、
震
災
の
影
響
は

明
ら
か
だ
っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
友
好
学
園
滞
在
が
8

月
21
日
か
ら
9
月
3
日
ま
で
。
4
日
に
首

都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
市
内
見
学
を
し
て
解
散

し
た
。
熱
を
出
し
た
り
、
下
痢
に
苦
し
ん

だ
り
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
お
お
き
な
事

故
は
起
き
ず
に
終
了
し
た
。

　
授
業
の
対
象
は
主
に
中
学
1
年
生
三
百

名
ほ
ど
。
友
好
学
園
を
卒
業
し
た
大
学
生

に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
頼
ん
だ
の
で
、
学
生

同
士
の
交
流
も
活
発
だ
っ
た
。

　
生
徒
は
三
百
人
集
ま
っ
て
し
ま
う
。
授

業
を
す
る
の
に
6
ク
ラ
ス
は
設
け
る
必
要

が
あ
る
。
人
手
不
足
を
補
う
の
に
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
大
学
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
加

え
、
今
年
は
強
力
な
助
っ
人
が
登
場
し
て

く
れ
た
。
友
好
学
園
に
滞
在
し
て
日
本
語

を
教
え
て
い
る
斎
藤
さ
ん
、
西
尾
さ
ん
、

山
口
さ
ん
に
、
授
業
ば
か
り
で
な
く
本
当

に
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆

　
今
度
は
タ
イ
で
洪
水
が
起
き
て
い
る
。

去
年
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ
た
バ
ン
コ
ク
の

ク
ロ
ン
ト
イ
地
域
で
生
活
向
上
活
動
に
取

り
組
む
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団

か
ら
、
洪
水
対
策
の
活
動
を
展
開
し
て
い

る
と
い
う
連
絡
が
届
い
た
。﹇
藤
田
﹈
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現代英語学科　2年

鈴木 香奈

教えることは
二度学ぶこと
今年は5人
“ ただいま！ ”
“ モイ　チュナム　クラオイ！（また来
年！）” あれから約一年、今年も暑い夏が
やってきた。気がつくと使い慣れた愛用の
バックパックを背負ってタイからの国境を
渡っていた。相変わらず空は青く高く、雨
季であっても晴れの日は太陽が暑く照りつ
ける。国道一号線を走るヴァンの中から外
を眺めれば高い木があちこちにそびえ立
ち、雨でできた水たまりには太陽がキラキ
ラと反射している。水たまりの中では小さ
な子どもたちがキラキラした笑顔で元気よ
くはしゃいで遊び、その横では牛使いであ
ろう男の子が牛を連れて歩いている。まだ
あまり舗装されていないでこぼこ道が学園
へ向かうわたしたちを迎えた。
　去年は20人以上いたこのプログラムも、
3月 11 日の東関東大震災の影響か、今年
は学生 5人の参加だった。クラスは全部で

6クラス、それを毎日ローテーションで教
える。去年は 1クラス約 3人の学生で担当
していた授業は、今年は 1クラス 1人でこ
なさなければならなかった。果たして 1人
で 300 人もの生徒にうまく教えられるの
だろうか、そんな不安しかなかった。
到着
　学校に到着して待ちきれなかったわたし
はすぐにヴァンの窓から飛び出して学園に
降り立った。オレンジ色の屋根に黄色の校
舎、学校に入ってすぐに見える大きな木、
サガハウスに学園のど真ん中にある小さな
バスケットボールコート。思わず “ ただい
ま！ ” と大きな声で叫んだ。ヴァンから荷
物を降ろして準備を始めてしばらくすると
見慣れた顔の子どもたちが学園に遊びにき
た。子どもたちは真っ先に走ってきてわた
しを見るとカンボジア語で何か話しかけ
てくる。すると “Hello, Hello, Hello, How 
are you?” とわたしが去年教えた英語の歌
を元気よく歌いだした。去年も夏休みに学
園に通って勉強していた生徒たちだった。
それを聞くとうれしくなって思わず大声で
一緒に歌った。“帰ってきてよかった ”、心
からそう思った。
朝5時
　朝 5時、今年も去年同様に学校の塀の



Asian Volunteer Report - oct 2011

上に座り朝日を待った。ゆっくりと太陽が
地平線から顔を出し、あたり一面が明るく
なっていく。改めてカンボジアの空の広さ
を実感した。今年は学校の近所にある食堂
に朝ごはんを毎日とりにいった。まだ朝の
5時にもかかわらず村は日の出とともに動
き出していて、朝ごはんをもって学校に戻
る頃には何人かの生徒が学校の大きな木の
下のベンチに座って勉強していた。“ スー
スダイ（おはよう）”と声をかけると、“お
はようございます ” と日本語でかえってき
たときにはすごく驚いた。
名札つくり・クラス分け
　午前 7時、学園の図書室にはたくさんの
子どもが集まっていた。“ わたしの名前は
カナです。あなたの名前は？ ” アシスタン
トのカンボジア人の学生に手伝ってもらい
ながら生徒の名札を作っていく。生徒たち
は恥ずかしがりながら名前を言うと手を合
わせて“オークン”といって走り去っていっ
た。まだ新品の名札を手にして教室へ走っ
ていく生徒たちの目は輝いていた。
授業
　教室に入ると授業の合図、黒板の前に立
つとなぜだか毎回緊張する。今回は特に 1
人で 1クラスを教えたこともあってこれま
で以上に緊張したのを覚えている。“ 自分
が緊張すれば生徒も緊張する。” わかって
はいたけれどどうしても緊張は取れなかっ
た。それとは裏腹に、生徒たちは黒板に
書かれた文字を一生懸命にノートに写し、
“Repeat after me” といえば大きな声で元
気よく返してきた。説明が難しく伝わらな
いときにはアシスタントの学生に通訳して
もらい、“ヨルテー？（わかった？）”と聞
けば “ ヨル！（わかった！）” 大きな声で
かえってくる。去年とは何も変わっていな
い、まだまだ未熟で不恰好なわたしの授業
を真剣なまなざしで生徒たちは聞いてくれ
ていた。“ もっとわかりやすく、もっと楽
しく教えてあげたい。” 気づくと教えてい
る側の自分が生徒たちからたくさんのこと
を学んでいた。“ 教えることは二度学ぶこ
と ”、まさにその通りだった。

休み時間
　休み時間になると管理人さんが小さな売
店を出す。キンキンに冷えたジュースや
フランスパンに練乳をかけたおやつ、小分
けのスナック菓子にサトウキビジュースも
あった。今年はひまわりの種（食用）が生
徒たちの間？ではやっていたらしく毎日必
ず手のひらいっぱいに生徒からもらった。
日本語のクラスで教わったばかりの折り紙
の鶴を手に持って走ってきてプレゼントし
てくる子、後ろからいきなりこちょこちょ
してくる子、毎日手紙を書いて渡しに来る
子、“ おんぶして！ ” といって飛びついて
くる子、みんなみんなかわいくて仕方がな
かった。
授業後
　“ カナ、今日歌ってた歌教えて？ ” 授業
が終わるとまだ小学生にもなっていない子
たちが生徒のいない教室に遊びに来る。い
つもうらやましそうに授業を覗いている子
どもたちだ。ゆっくりと授業で教えた英語
の歌を毎回教えても“やっぱわかんない！”
といって無邪気に走り去っていくと思う
と、友達をたくさん連れてきて “ 鬼ごっこ
しよう！ ” と少し疲れた私に元気よく話し
かける。どんなに疲れていても笑顔を見る
といつの間にか裸足で子供たちと校庭に飛
び出している自分がいた。
　午後になるとそれぞれ自由に過ごした。
みんなで井戸に集まってたらいに入った洗
濯物を足踏みして洗濯をしたり、学園から
10分ほど歩いたところの市場に買い物に
いったり。買い物が終わると毎日カキ氷ス
タンドでおばちゃんが作るカキ氷を食べて
帰るのが日課だった。校庭で遊んでいる子
どもたちに混ざっていったり、学園の近く
の食堂でハンモックに揺られてコーヒーを
飲んだり。カンボジア人と日本人全員で“ケ
イドロ ” をしたりもした。夕方にスコール
が降ったときにはずぶ濡れになりながら雨
の中子どもたちと鬼ごっこをするのも楽し
かった。
夕食
　夕食の時間になると学園で飼っている子



(    4   ) 

猫のリヨンがテクテクと近づいてくる。毎
晩ご飯の最中に膝にのぼっては “ ニャー ”
とご飯をねだってきた。かわいいけれど膝
はリヨンの引っかき傷でいっぱいだった。
夕食が終わり、食器を片付け終わると職員
室の片隅でカンボジア人の学生とカンボジ
ア語と日本語を教えあったり、音楽を流し
て一緒に聞いたり、学校での話をしたり。
時には手遊びをして遊んだりもした。職員
室のテーブルの上にはいつもカンボジア語
で書いてある日本語辞典が置いてあって、
暇さえあればみんな勉強していた。ノート
にはたくさんの日本語や英語がメモして
あって、綺麗に漢字がならんでいることも
あった。わたしたちが知らない間に学生は
みんな勉強していたのである。毎日授業が
終わって安心しているだけの自分が少し恥
ずかしくなった。
天の川
　今年は特に雨が多く、夜から明け方にか
けて雨が続くことも珍しくはなかった。今
年は天の川は見えないかな、とあきらめか
けていたある日、満天の星空が見えた。真っ
先に虫除けスプレーを全身にかけるとブラ
ンケットをもってバスケットボールのコー
トへ寝そべった。空には数え切れないくら
いの星がちりばめられ、流れ星があちらこ
ちらで流れ、真ん中には天の川がみえた。
お別れ会
　プログラム最終日、図書室に集まって毎
年恒例のお別れ会。今年は日本語のクラス
で教えたゆずの「またあえる日まで」をみ
んなで歌ってくれた。リズムも歌詞もカン
ボジアの歌とはまったく違う、覚えるのは
きっと子供たちには難しかっただろう。そ
れでも大きな声でニコニコしながら、覚え
たての歌の歌詞を目で追いながら一生懸命
歌っていた。そのあとにさらに大きな声で
歌ったカンボジア語の歌はすごく印象に
残っている。お別れ会が無事に終わり、帰
る準備をしようとするとたくさんの生徒た
ちが学園に遊びに来てくれた。夕方までに
終わらせなければならないパッキングも片
付けもすべて忘れて日が暮れるまで遊ん

だ。
　友好学園最後の朝、食堂で荷物を片付け
ながら “ 帰りたくないな ” とずっとつぶや
いていた。長いようで短かった 2週間。た
くさん大変なこともあったけれど、同じ分
だけ、いや、その 2倍楽しいこともあった。
教室でのたくさんの笑顔、学校を走り回る
子どもたちの姿、井戸での水遊び、学校の
前のコーヒー屋さん、満天の星空に毎日食
べたかき氷、すべてが恋しくなった。また
いつか絶対に戻ってくる、そう誓ってヴァ
ンへと乗り込むと国道一号線を戻っていっ
た。
　小さな村で出会うのは大きな笑い声とか
わいい笑顔、どこまでも続く大きな空にキ
ラキラの太陽。
　さようならじゃなくて “ またあえる日ま
で ”！

文化交流学科　4年

市毛 孝史

交通・電気
インフラの充実
　朝、目を覚ますと目の前には蚊帳があ
り、朝日の射し込みで見える埃越しに僕ら
の寝床としている友好学園の教室のひとつ
の天井が見える。そこの空気は決してよく
はない。少し体が痛む。それは蚊や簡易な
木のベッド（ベッドと言えるのだろうか？）
によって身体が十分に休まらないからだろ
う。友好学園での朝は早い、朝の５～６時
に起きる。重い身体を起こして、教室の外
に出てみる。そこには校庭と子供たちが学
ぶ校舎が見える。僕は日本語を教えにここ
に来た。僕はもう気づいたらカンボジアに
いた。
2009年
　僕は 2009 年にここカンボジアを初めて
訪れた。その時に抱いていたカンボジアの
イメージというものは「貧困」「戦争」「地雷」
「売春」そういったネガティブな既成概念
だ。それらを抱きながら初入国した。正直
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怯えていた。しかし、鈍器で頭を殴られた
ようなカルチャーショックを受けた。現地
の様子と僕のイメージはまったく違ってい
たからだ。現地ではそのようなイメージは
目を凝らせばまだ存在していることがわか
る。しかしそれ以上に僕は日々を精一杯に
生きる人々やその笑顔から平和を感じるこ
とが出来た。その相違は僕に一種の感動を
与えてくれた。メディアで知る情報と実感
を持って情報を得るものでは感動の質がま
るで違うことが身をもって体験できた。
2011年
　2011 年８月、僕はまたここの土地を訪
れた。理由がいくつかあった。2009 年に
力を入れられなかったカンボジアの子供た
ちへの日本語教育のリトライ。ここ二年で
身につけた知識・知恵を通して見るカンボ
ジアの世界。カンボジア人の友との再会。
個人的な理由で２週間の滞在を１週間で
帰ってきたのだが、これらをすべて果たす
ことができた。
　2011 年のカンボジアには現在進行形で

 

進む潜在性をもった小さな変化が見られ
た。交通・電気インフラの充実が 2009 年
のカンボジアでは見られなかった風景であ
る。それはどこまでも広がる平野のうえの
舗装もままらない国道に豚や牛、犬や猫な
どの家畜や番犬などの動物達にまじって生
活するカンボジア人たちの中に存在してい
た。（この風景は首都プノンペンから三時
間ほどにあるリンガ村という所）カンボジ
アは静かに、確かに前へ進行していた。
冒険
　僕は 2009 年にカンボジアを訪れたのを
機に様々な国を訪れ、旅をした。これらの
経験は文化交流という名のもとに好奇心と
行動力を刺激され、冒険……知の冒険へと
駆り立ててくれる。この冒険では社会を見
る視野が広がり、能動的に自己を開発する
きっかけにもなる。これはとてもワクワク
することだ。こういった意味も含め僕は文
化交流を実感を持って体験する入り口とし
て、カンボジアをおすすめしたい。

文化交流学科　2年

砂押 嵩人

一発目の授業
大失敗
　とうとう今年もこの季節がやってきた。
そう、カンボジアに行く季節だ。私は去年
みんなにまた来年来るという約束をし、日
本に帰ってきた。最初は、また来年も行く
ことに多少の義務感のようなものがあっ
た。しかし、だんだんと日が過ぎていくと
その気持ちはだんだんと薄れていき、逆に
楽しみという気持ちが大きくなっていっ
た。またカンボジアのみんなに会えると思
うと、授業の準備も、週に一回のミーティ
ングもすべてが楽しく思えてきた。もちろ
ん、不安な部分もあった。今年は去年のよ
うに先輩に頼ってばかりではなく、自分が
中心となってプログラムを実施すること、

そして５人しか参加者がいないので授業を
一人で行うことなどいろいろと不安はあっ
たが、とにかく楽しもうと思い深く考えな
いことにした。
出発
　そうしているうちに出発の日になった。
飛行機を降り、まず最初に疲れたというよ
りも、帰ってきた、懐かしい、という感じ
がした。去年も行ったタイのカオサン通り
に行くと、去年喋ったお店の人がたくさん
いて、もっと懐かしいという気持ちでいっ
ぱいになった。
　このカオサン通りも、先日のカンボジア
との戦争で、何人もの人が亡くなったこと
と、こんな身近に感じる場所で戦争が起き
ていることには本当に驚いた。
失敗
　カンボジアに入り、プログラム開始前日
のカンボジア人の学生たちとの食事会で、
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去年のプログラムに参加していた学生に
会った時は思わず飛びついてしまうほど嬉
しかった。　そしてプログラムが始まり一
発目の授業、一人で全部をやることが難し
く、大失敗をしてしまった。それでもその
日の晩に他のグループやカンボジア人と細
かくミーティングをして、次の授業からは
大きなミスもなくこなすことができた。
星空
　そして午前中の授業が終わり、午後にな
ると去年と同じく、生徒のみんなとスポー
ツをしたり、いろいろな話をして盛り上
がったり、近くの生徒の家に行ったりして
過ごした。夜になると、晴れの日には外で
横になって一面に広がる星空を見ていた。
　授業も終盤になって一クラスずつ最後の
授業になった。最初は時間が有り余って早
く終わってほしいと思ってしまったことも
あった授業も、最後になるともっと長く授
業をしていたいとも思うようになった。一
日一日が寂しく思えてきた。去年は笑って
終わっていた最後の日の授業では、生徒た
ちに話をしているときに自然と涙がこぼれ
た。お別れ会も楽しく終わり、プノンペン
に戻る日に朝起きてから時間があったので
学校の周りを散歩していた。たくさんの生
徒たちや、村の人たちと話していると、ま
た来てねと言われたので、いつかまた来る
ねと言ってプノンペンに戻っていた。

学生寮
　プノンペンを見学しているときに行っ
た、KAWAIJUKU DORMに行くと、そこ
には去年通訳をしてくれた学生のソックン
がいた。思わず大きな声をあげてしまった。
話を聞くと、ここにはソックンと同じく去
年通訳をしてくれた学生のソッカー、今年
もお世話になったトニーが暮らしているら
しい。
戦争博物館
　カンボジアを出てベトナムを旅行したと
きに、ベトナムの戦争博物館を見学した。
最初は軽い遊び感覚で行ってみようと思っ
て行ってみた。しかし、中に入ってすぐに
その気持ちは無くなった。最初に見たのが、
牢屋の写真や拷問の写真だ。同じような写
真は去年トゥール・スレンで見たが、何度
見ても言葉を失ってしまう。いくら戦争と
はいえ、ただ殺すだけではだめなのか、骨
と皮だけの状態になるまで拷問をする意味
はあったのか、全く理解ができなかった。
次に見たのが、戦争時にアメリカの枯葉剤
攻撃による被害者の写真だ。その写真には
肌がただれてしまっている人、枯葉剤の影
響で産まれた奇形児が写っていた。その中
にはテレビでたまに目にする、双子のベト
ちゃん、ドクちゃんの写真もあった。二人
がこの戦争の被害者だということはこの時
初めて知った。そして、博物館を見学して
いて一番驚いたのが、奇形児のホルマリン
漬けだった。そこには三人の子供がいた。
二人は体がくっついており、もう一人は顔
や体がちゃんとできていない状態だった。
このような問題は今でも続いているらし
い。アメリカはここまでする必要はあった
のか、なぜ兵士ではなく、関係のない一般
の人がこのような被害にあわなければなら
ないのか、自分には全く理解できないこと
ばかりだ。今、授業で戦争のことを学んで
いるが、戦争というのはどんな理由があっ
たとしても、自分には言い訳にしか聞こえ
ない。戦争博物館でも疑問の残ることばか
りだった。
今回の旅で得たものは多いと思う。自分の

プノンペン郊外のKawaijuku Dormを訪問

gecko というのがマレー語などでの名前。
カンボジアでは「トッケイ」という。日本
でも目にする小さいヤモリ「チンチョ」は
どこにでもいるが、大きいトッケイを見る
のは初めてだった｡ 全長 30cm？
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身の回りの細かいことから、大きな問題ま
で、様々なことを改めて考えさせられた。
 
現代英語学科　1年

鴨志田 渉

カンボジアが
くれたもの
　照りつける強烈な日差し、広大な草原と
水田風景、体に寄ってくる虫達。プログラ
ムを行ったカンボジア日本友好学園はそん
な環境のなか、カンボジア・プレイヴェン
州の郊外にある。
不安
　人に教えるだけの英語知識も無ければ、
誰かに勉強を教えたことも無い。そんな状
況のままプログラムへ臨むことがとても不
安だった。どんな授業をすれば皆が楽しく
学べるだろうか、しっかり理解できるだろ
うか、何度考えても十分に納得できる考え
は思い浮かばず、プログラムはスタートし
てしまった。
　しかし子供たちは私たちの授業について
きてくれた。積極的に発表し、元気に発言
し、屈託のない笑顔でみんなは私たちを迎
えてくれた。いくつか授業をこなすと、そ
の日の反省を生かして授業を改善できるよ
うになり、初日ではわからなかったことに
気付いてきた。「子どもたちはいつも笑っ
ているけれど、本当の笑顔なのか、困り笑
いなのだろうか」、「教室の後方にいる子は
理解していない子が多い」など、慣れると
クラス全体に目がいくようになった。そこ
で、教室の後方にいる子には席の隣へ行っ
て個人的に教え、授業のサポートをしてく
れているカンボジア人の学生に授業で使え
そうなクメール語を教えてもらい、英語だ
けでなくクメール語も時折交えながら子供
たちと会話するなど工夫した。すると子供
たちから私たちに積極的に質問をし始め
た。「これはなんと読むの？」「こっちの言
葉の意味は何？」「英語で……はなんと言
うの？」とても嬉しかった。発表を積極的

にすることはあったが、自ら学ぼうとする
姿勢を見せたことは無かったので、そのよ
うな姿勢を見せてくれたことが嬉しかっ
た。また、前の授業で教えたことをしっか
り覚えてくれている子もいて、自分の生徒
たちが成長する喜びを知った。「今みんな
が英語を学ぶ過程に自分がいるんだ」、「将
来まで役立つであろう彼らの英語の基礎の
部分を自分が教えているんだ」。そんなこ
とを考えると中途半端な気持ちでは授業を
することはできなかった。「もっともっと
上手く教えてあげたい」と思って授業に臨
むほど、子供たちの成長を喜ぶ気持ちが大
きくなっていった。
アシスタント
　授業のサポートをしてくれたカンボジア
人学生との交流も、自分にとって大きな経
験となった。日本人とあまり変わらない速
さで日本語を使いこなし、その上英語まで
使いこなすという彼らの語学力の高さに私
はとても驚いたと同時に、自分の半年間の
大学生活を反省した。授業を真面目に受け
ずにダラダラと半年を過ごし、時に授業を
サボって遊んでいることもあった。そんな
自分が偉そうに子供たちに英語を教えてい
ることに、恥ずかしさや申し訳なさを感じ
た。そして、学生たちに追いつくぐらい英
語にしっかり向き合って勉強しようと決心
した。私の授業のサポートをしてくれたの
はチョリサとソリの２人で、２人には授業
中何度も助けられた。私たちが子供たちに
伝えたいことを理解してくれて通訳してく
れただけではなく、もう一人の先生として
サポートしてもらうこともあった。授業中
は基本的に英語で話していたので、彼らが
私のへたくそな英語をうまく聞き取れずに
思い通りの授業ができない日もあり、自分
の英語のつたなさを改めて痛感した。しか
しそんな日でも、彼らは「スイマセン」、
「Sorry」と言ってくれた。
遊び
　授業外でもカンボジア人と交流する機会
はあった。授業の間にある 10分間の休み
時間になると、悪ガキたちとちょっかいを
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出しあったり、「バウシンソー！」の掛け
声で始まるカンボジアのじゃんけんをした
り、指相撲や腕相撲、押し相撲をして子供
たちとずっと遊んでいた。授業は午前中だ
けなので午後になると近所の子供たちがグ
ランドに集まり、暗くなるまで汗びっしょ
りでスポーツをする。言葉はいらない。勝
手に混ざって勝手にパスを要求すればみん
なが笑顔で迎えてくれる。時には彼らのほ
うから手招きされて誘われることもあっ
た。シュートが決まればみんなで喜び、ま
た本気になってボールを追いかける。表情
やジェスチャーがあれば、言葉がわからな
くても心は通じ合えるということをサッ
カーしながら実感した。同じ年代の子にも
「センセイセンセイ」と呼ばれていたこと
にはとても違和感があったが……。
　日本とは違う環境での生活にストレスが
溜まり、嫌気がさすことが何度もあった。
けれども、子供たちの笑顔は私のそんな思
いをどこかへやってくれた。どんなに疲れ
た気分でも少し熱が出てだるくても、みん
なの笑顔を見るとがんばることができた。
　私は忘れない。あの強い日差しも、サポー
トしてくれたカンボジア人の優しさも、見
知らぬ子とのサッカーも、お別れ会の後に
もらった名札も指輪も折り鶴も。
　そして、子供たちのめちゃくちゃ可愛い
笑顔も。

現代英語学科　１年　

水嶋 洋貴

私にとって
初めての海外
怖かった
　私にとって初めての海外、それがカンボ
ジアでした。カンボジアのイメージという
と、地雷、病気、貧困、などマイナスなイ
メージばかりが思い浮かびました。なので、
初めての海外がカンボジアということにと
ても不安で、なおかつ自分たちの力で現地
まで行かなければならないということがと
ても怖かったのを覚えています。日本での
ミーティングや準備の段階で、さまざまな
注意点（一人歩きはしない、バッグはなる
べく背負わず前で持つ）などを聞き、日本
のように安全な国ではないと思いました。
日本での当たり前は通用しないことを常に
気をつけ、気を抜かずにいこうと思ってい
ました。
　そして、実際にカンボジアに着いて最初
に思ったこと。それは、やはり怖いとい
うことでした。国境付近を歩いていると現
地のクメール語でいきなり話しかけられた
り、荷物を掴まれそうになったこともあり
ました。こんな危険な場所で二週間も生活
できるのかと思いました。
ストリートチルドレン
　国境付近から都市部のほうへ移動し、都
市部がとても発展していることにとても驚
きました。ビルが立ち並び、ものすごい量
の自動車が行きかう街は、私が思っていた
以上でした。ですが、その一方でやはりス
トリートチルドレンなどもいました。10
歳にも満たないような子供たちが夜遅くま
でミサンガや様々なアクセサリーを歩きな
がら売っており、このような日本では考え
られないようなことに、衝撃を受けました。
私の日本での生活は、生きていくために必
死になるような生活ではありません。だが、
とても必死に売り歩いている子供たちをみ
ると、自分の日本での生活はなんてあまく
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自堕落な生活をしているのだろうと思わさ
れました。それと同時に、今自分が生きて
いることは自分の力ではなく、周りの人々
の支えによって生かされていることを改め
て知りました。毎日食べるものはなにかし
らあって、そのうえ学校に行き整った環境
で勉強ができる、このような生活ができる
ことに感謝しなければいけないということ
も知りました。
授業
　そして都市部から学校のほうへ移動。生
徒たちへの授業は、うまくできるのかと緊
張と不安しかありませんでした。実際に授
業をやってみて思ったことは、カンボジア
の生徒たちがとても積極的で、皆真面目だ
ということでした。どんどん質問してきた
り、問題を出すとたくさんの生徒が挙手し
てくれて、本当に勉強をしたいんだな、と
思いました。ある授業では、なんと生徒た
ち全員の手が挙がり、ものすごく感動した
ことを覚えています。電気もなく、クー
ラーもないとても暑い環境の中で必死に勉
強に取り組む生徒たちの姿は、だらけた学
校生活を送っている自分にとっての戒めと
もなりました。授業の間の休み時間は、み
んなやんちゃで可愛くて、とてもフレンド
リーに接してくれました。授業で分からな
かったことを聞いたり、じゃんけんしたり
と気軽に接してくれた
のでより楽しく授業も
進めることができまし
た。そうしたうえでも
なかなか授業をうまく
できない自分が悔しく、
生徒たちに申し訳なく
思ったことも多々あり
ました。それでも自分
たちのとても下手な授
業をうまく進めること
ができたのは、生徒た
ちが積極的に授業に取
り組んでくれたこと、
そして現地の学生のサ
ポートがあったからだ

と思います。最後の授業は、下手な授業に
ここまで頑張ってくれた生徒やサポートし
てくれた学生の方に感謝の気持ちでいっぱ
いでした。そして、最後の授業のあとに行
われた farewell party での生徒からの言葉
で、本当にプログラムが終わってしまうん
だなぁということをより実感し、達成感も
少しはあったがそれ以上にさびしい思いが
ありました。後にも先にもこんな素晴らし
い子供たちには会えないかな、と思うほど
でした。
　ときにはつらくて苦しい時期もありまし
たがそれを乗り越え、勉学の面だけでなく
より精神面が成長できたのかな、とも思い
ます。最初はただ海外でボランティアをし
てみようかな、というただそれだけの気持
ちで参加したプログラムですが、たくさん
の貴重なことを得ることができ、そして少
しでもカンボジアのためになることができ
たのならとても幸せだと思います。
　私がカンボジアで一番心に残ったのは、
子どもたちの笑顔でした。どんなにつらく
ても、みんなの笑顔のおかげで頑張れまし
た。
　カンボジアでの思い出、支えてくれた
方々、両親への感謝、そしてとっても眩し
い子供たちの笑顔はこれから先絶対に忘れ
ない。
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◆ Thon Dane（アシスタント・リーダー）
　今年のボランティア活動は日本人が少なくて、でも、私は参加できてうれ
しかったです。去年カンボジア友好学園の学校へきたことがある学生がいた
ので、授業をうまくできました。
　二週間の授業では、日本人のみんなさんとアシスタンはいっしょうけんめ
いがんばって教えることができました。カンボジア人の子供たちは日本人の
学生からいろいろな勉強を教えてもらいました。
　カンボジアの学生はいつもでも日本人のみんなさんのいい活動をサポート
しています。私はボランティアプログラムを続けてほしいとおもっています。

◆ Chet Tony（アシスタント）
　ボランティアの活動は２回目の参
加です。ボランテイアのかつどうは、
役に立つと思います。子供たちに日
本の文化や字や英語知識を教えるこ
とができました。私の知識はあまり
なくても、みなさんといっしょに参
加できて、とてもうれしかつたです。
日本人の皆さんが教えて、子供たち
と遊んだり、スポーツをしたりしま
した。教えるとき日本人はいっしょ
うけんめいおしえています。学生た
ちはあまり話さなくても、あまり上
手じゃなくても日本人はかんばつて
います。
　日本で地震があつても皆さんは時
間もお金も使って、カンボジアに来

てくれました。さいごに、日本人の
皆様、お元気でいてください。また
らいねんあいましょう。
◆Nou Chantha（アシスタント）
　先生とボランテイアの学生のみな
さんがカンボジアに来てカンボジア
日本友好学園の生徒たちに教えてく
ださって、本当にありがとうござい
ました。先生や学生たちと一緒に教
えたり、しゃべったり、旅行したり
して、とても楽しかったです。また
チャンスがあったら参加したいと思
います。ところで、先生と学生さん
たちはカンボジア日本学園の子ども
たちが好きですか。
　ボランテイアの学生さんたちの教
え方はとてもよかったと思います。

なぜなら、学生さんたちが教えるの
で子どもたちはたくさん勉強してと
ても楽しかったです。また、みなさ
んの学生たちは明るかったし、子供
たちと遊ぶこともしくれたし、勉強
に役に立つことをしてくれました。
　カナさんと一緒に英語を教えるの
はとても楽しかったです。カナさん
の教え方はとても面白くて、子供た
ちに人気がありました。カナさんに
「チャンター、ちゃんと寝ているね」
といわれましたが、そういうことは
とてもたのしかったです。
　先生と学生たちのベトナムの旅行
は楽しいですか。フォーも食べまし
たか。フォーは美味しかったですか。
お体に気をつけてください。
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アジアンボランティア 2011　会計報告　担当　鈴木香奈、鴨志田渉　
　　　

単位は全てUS$

収入 学生企画奨励金 ¥75.000 941.0
参加者負担金 2300.0
現地日本人ボランティア食費 66.0

収入計 3307.0

支出

外食

820 Calmette　30 人　$268

660.55

827 PreyVeng 昼食　13 人　$55.3
827 PreyVeng 夕食　＄17.25
828 NeakLoueng 昼食Mekong　$81
904 PNH 昼食　$84
904 PNH 夕食 Rasmey 鍋　$155

市場での買い物 8/28-9/2
水、果物、ティッシュ、牛乳、氷、プロパ

ンガスなど
148.525

交通

821 PNH⇒友好学園 70

240827-8 学園⇔ PreyVeng 70
903 学園⇒ PNH 70
904 PNH 市内 TukTuk 2 台 30

食費
学園での夕食・出前　267.5

348.75
学園での朝食・出前　81.25

アルバイト謝礼 １人 1日＄3、リーダ (Dane)$5 185

ホテル 827 PreyVeng　1室 $10 × 6室 60

寄付等
902 友好学園施設使用料、寄付 1,050
904 LightHouseOrphanage 寄付 300
904 PNH 学生寮生に 100

支出計 3,092.825

差し引き残高（理論値） 214.175

◆上記は基本的には 8月 20 日から 9月 4 日までのプログラム本体をカバーする計算。
ただし最初と最後のプノンペンのホテル代は個別に支払った。
◆現金残高は $190 ＋ 62,900 リエル（＝ $15.725）で、計 $205.725 となる。残高（理論値）
$214.175 との誤差は $8.45、ドルとリエルを併用していることから許容範囲内と考える。
残額はアジアンボランティアの基金として残すこととした。
◆以上の拠出金のほかに、各参加者は航空運賃（6万～ 8万円）などの交通費、カンボ
ジアのビザ代金（$20）、プノンペン泊のホテル代（1泊 $10 ～ 15 程度）などを支払った。
アンコールワット観光を含めて、15 万円あれば充分であったようだ。$1=80 円程度で
あることも幸いした。
◆アジアンバザール終了後、アジアンボランティア・サポート基金の募金とバザールの
収益を東北大震災の義援金に当てる予定。

アジアンボランティア 2011　
参加者
文化交流学科　
　　2年／砂押嵩人、4年／市毛孝史
現代英語学科　
　　1年／鴨志田渉、水嶋洋貴　
　　2年／鈴木香奈、
現代英語学科教員・Harris G. Ives
文化交流学科教員・藤田悟


